
JP 2013-530458 A 2013.7.25

10

(57)【要約】
　本発明は、タッチパネルを有する端末機に関し、通信
サービスを支援する無線周波数通信部と、タッチ入力を
感知するタッチパネルと、既設定されたイメージ、テキ
スト、及びマップのうち少なくとも一つを含む画面を表
示する表示部と、既設定された条件により前記タッチパ
ネルのタッチロックを設定し、前記タッチロック状態で
前記無線周波数通信部を基盤にして発生する情報受信イ
ベントに対応するアイコンを前記表示部に表示するよう
に制御する制御部と、を含む構成を開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーンのタッチパネルの状態を現在状態からタッチロック状態にタッチパネ
ル１４３によって変化させる過程と、
　端末機１００が前記タッチロック状態の場合に無線周波数通信部１１０を介して、情報
イベントの受信に応答して情報受信を生成する過程と、
　前記情報受信イベントに関連付けられた少なくとも一つのイメージやテキスト４３又は
少なくとも一つのアイコン５３，５５を、タッチロック状態で表示部１４１に表示する過
程と、
　を含むことを特徴とするタッチロック状態を有する端末機の運用方法。
【請求項２】
　前記少なくとも一つのアイコンが表示された領域に対応する前記タッチパネル１４３の
特定領域で前記タッチロック状態を部分的に解除する過程と、
　少なくとも一つのアイコンが表示されたタッチパネルの前記特定領域で発生するタッチ
イベントにより、前記アイコンに関連付けられたユーザ機能を行う過程と、
　少なくとも一つのアイコンが表示される領域に対応する前記タッチパネル１４３の領域
の前記タッチロック状態を部分的に解除するが、前記タッチロック状態が解除された前記
領域で発生する特定種類のタッチイベントのみを有効イベントとして決定する過程と、
　有効イベントとして決定された前記タッチイベントにより、前記アイコンに関連付けら
れたユーザ機能を行う過程と、
　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のタッチロック状態を有する端末機の運
用方法。
【請求項３】
　前記ユーザ機能を行った後、前記タッチパネルの前記タッチロックを解除する過程をさ
らに含むことを特徴とする請求項２に記載のタッチロック状態を有する端末機の運用方法
。
【請求項４】
　前記タッチロック状態で表示部１４０上に状態情報支援アイコン領域を表示する過程と
、
　情報受信イベントに関連付けられた特定アイコンが前記状態情報支援アイコン領域にド
ラッグされる時、前記アイコンが示す前記情報の少なくとも一部を前記状態情報支援アイ
コン領域に表示する過程
　を含むことを特徴とする請求項１に記載のタッチロック状態を有する端末機の運用方法
。
【請求項５】
　少なくとも一つのイメージ及びテキスト又は少なくとも一つのアイコンを表示する過程
は、
　前記情報受信イベントの発生順序により、第１情報受信アイコンに関連付けられた特定
アイコン５３，５９を表示し、前記第１情報受信アイコンは、第２情報受信イベントに関
連付けられた少なくとも一つの他のアイコン５５，５７とその大きさが異なる過程と、
　前記情報受信イベントの種類により、それぞれ異なる形態のアイコンを表示する過程と
、
　のうち少なくとも一つの過程を含むことを特徴とする請求項１に記載のタッチロック状
態を有する端末機の運用方法。
【請求項６】
　前記タッチパネル１４３にタッチロックが設定されれば、前記情報受信イベントが発生
する前に既設定されたタッチロック待機画面イメージを表示する過程と、または、
　前記タッチパネルにタッチロックが設定されれば、前記情報受信イベントが発生する前
に既設定されたタッチロック待機画面イメージを表示し、前記タッチロック待機画面イメ
ージを経過した時間により、その大きさを変更して表示する過程と、
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　をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載のタッチロック状態を有する端末機の運
用方法。
【請求項７】
　前記情報受信イベントの発生時、
　前記情報受信イベントの発生量により、前記タッチロック状態の待機画面イメージを調
整して表示する過程をさらに含むことを特徴とする請求項６に記載のタッチロック状態を
有する端末機の運用方法。
【請求項８】
　通信サービスを支援する無線周波数（ＲＦ）通信部１１０と、
　入力されたタッチを感知するタッチパネル１４３と、
　既設定されたイメージ、テキスト、及びマップのうち少なくとも一つを含む画面を表示
する表示部１４１と、
　既設定された条件により前記タッチパネルにタッチロックを設定し、前記無線周波数通
信部が行う通信を通じて、前記タッチロック状態で前記情報受信イベントに対応する少な
くとも一つの特定アイコンやイメージ及びテキストのうち少なくとも一つを表示するよう
に、前記表示部を制御する制御部１６０と、
　を含むことを特徴とするタッチロック状態を有する端末機。
【請求項９】
　前記タッチパネル１４３は、現在状態からタッチロック状態に変更させるように構成さ
れ、
　前記情報受信イベントは、前記タッチロック状態で前記無線周波数通信部１１０から発
生され、
　前記表示部１４１は、前記情報受信イベントによる少なくとも一つの特定アイコンやイ
メージ及びテキストのうち少なくとも一つをタッチロック状態で表示することを特徴とす
る請求項８に記載のタッチロック状態を有する端末機。
【請求項１０】
　前記制御部１６０は、
　少なくとも一つのアイコンが表示された領域に対応するタッチパネル１４３の領域で前
記タッチロック状態を部分的に解除し、
　少なくとも一つのアイコンが表示されたタッチパネル１４３の領域で発生するタッチイ
ベントにより、前記アイコンに関連付けられたユーザ機能を行うことを特徴とする請求項
８に記載のタッチロック状態を有する端末機。
【請求項１１】
　前記制御部は、
　前記ユーザ機能の遂行時に、前記タッチパネルのタッチロックを解除することを特徴と
する請求項１０に記載のタッチロック状態を有する端末機。
【請求項１２】
　前記表示部１４１は、
　前記タッチロック状態で表示される状態情報支援アイコン領域３０９を含んで、
　前記制御部１６０は、
　前記アイコンが前記状態情報支援アイコン領域にドラッグされる時、
　前記状態情報支援アイコン領域に前記アイコンが示す情報の少なくとも一部を表示する
ように前記表示部を制御することを特徴とする請求項８に記載のタッチロック状態を有す
る端末機。
【請求項１３】
　前記表示部１４１は、
　前記情報受信イベントの発生順序により、第２情報受信イベントに関連付けられた少な
くとも一つの他のアイコンとその大きさが異なる、第１情報受信イベントアイコンを示す
特定アイコンを表示するか、
　前記情報受信イベントの種類により、他の形態のアイコンを表示することを特徴とする
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請求項８に記載のタッチロック状態を有する端末機。
【請求項１４】
　前記制御部は、
　前記タッチパネル１４３のタッチロックが設定されれば、前記情報受信イベントが発生
する前に既設定されたタッチロック待機画面イメージを表示するように前記表示部を制御
するか、
　前記情報受信イベントが発生する時、前記情報受信イベント及び前記情報受信イベント
の発生量により、その大きさが変わるタッチロック待機画面イメージを表示するように前
記表示部を制御する請求項８に記載のタッチロック状態を有する端末機。
【請求項１５】
　前記制御部１６０は、
　少なくとも一つのアイコンが表示された領域に対応する前記タッチパネル１４３の領域
で前記タッチロック状態を部分的に解除し、前記タッチロック状態が解除された領域で発
生する特定種類のタッチイベントのみを有効イベントとして決定することを特徴とする請
求項８に記載のタッチロック状態を有する端末機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末機に関し、特に、タッチスクリーンを採用した携帯端末機のタッチ
ロック状態の情報提供と情報活用を統合的に行うことができるように支援するタッチロッ
ク状態を有する端末機及びこれの運用方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯端末機は、移動性を基盤にして通話機能を支援する端末機であって、その利用の便
利性と携帯の容易性などにより、非常に幅広い分野で用いられている。このような携帯端
末機は、ユーザ機能の提供のために多様な入力方式を提供している。例えば、従来の携帯
端末機は、タッチパネルと表示部を含むタッチスクリーンを提供することにより、ユーザ
が表示部に表示される特定イメージを選択するために行う動作をタッチパネルで処理する
ことができる。また、前記携帯端末機は、該当ユーザの動作によるタッチイベントを生成
し、これを基盤にしてユーザ機能に対応するアプリケーションプログラムを制御している
。
【０００３】
　一方、従来の携帯端末機は、不必要なタッチイベントの発生を減らすために、タッチパ
ネルに「タッチロック（ｔｏｕｃｈ－ｌｏｃｋ）」をかけることができる機能を提供して
いる。これにより、ユーザがタッチロックがかかっている携帯端末機を運用するためには
、タッチロック状態を解除するための動作を優先的に行わなければならない。また、タッ
チロック状態の解除がユーザの単純動作により解除されないようにするために複雑なタッ
チイベントの発生のための動作を要求している状況と合わせて、ユーザは、特定ユーザ機
能を活性化するために複雑な動作を先行しなければならないという不便さがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　したがって、本発明の目的は、タッチロック状態においてユーザに携帯端末機の多様な
状態情報を提供できるように支援するタッチロック状態を有する端末機及びこれの運用方
法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上述したような目的を達成するための本発明の好ましい実施例に係るタッチロック状態
を有する端末機は、好ましくは、通信サービスを支援する無線周波数（ＲＦ）通信部と、
入力されたタッチ（接触）を感知するタッチパネルと、既設定されたイメージ、テキスト
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、及びマップのうち少なくとも一つを含む画面を表示する表示部と、既設定された条件に
より前記タッチパネルにタッチロックを設定する制御部と、を含む。前記制御部は、前記
無線周波数通信部が行う通信を通じて前記タッチロック状態で発生する情報受信イベント
に対応する少なくとも一つの特定アイコンや少なくとも一つのテキスト、およびイメージ
を表示するように表示部を制御する。
【０００６】
　 上述したような目的を達成するための本発明の好ましい実施例に係るタッチロック状
態を有する端末機の運用方法は、好ましくは、タッチスクリーンのタッチパネルで現在状
態からタッチロック状態に変更する過程と、前記タッチロック状態で無線周波数（ＲＦ）
通信部を介して情報受信イベントを生成する過程と、前記情報受信イベントによって少な
くとも一つのイメージ又はテキスト又は少なくとも一つのアイコンをタッチロック状態で
表示部に表示する過程と、を含む。
　 さらに、本発明の好ましい実施例に係るタッチロック状態を有する端末機の運用方法
は、タッチパネルが現在状態からタッチロック状態への変更を検出する過程と、端末機が
前記タッチロック状態にある時、無線周波数（ＲＦ）通信部を介した情報受信により情報
受信イベントを生成する過程と、前記情報受信イベントに関連付けられた少なくとも一つ
のイメージ又はテキスト又は少なくとも一つのアイコンをタッチロック状態で表示部に表
示する過程と、を含む。
　 また、前記方法は、少なくとも一つのアイコンが表示された領域に対応する前記タッ
チパネルの特定領域で前記タッチロック状態を部分的に解除する過程と、少なくとも一つ
のアイコンが表示されたタッチパネルの前記特定領域で発生するタッチイベントにより、
前記アイコンに関連付けられたユーザ機能を行う過程と、を含み、前記タッチパネルの前
記特定領域は、前記表示部の表示可能領域の全体よりも小さい。
　 また、前記方法は、前記ユーザ機能を行った後、前記タッチパネルの前記タッチロッ
クを解除する過程をさらに含んでもよい。前記タッチロック状態の部分的な解除は、ユー
ザの選択により行われるユーザ機能のあらかじめ決定されたサブセットを許容する。
　 前記方法は、前記タッチロック状態で表示部上に状態情報支援アイコン領域を表示す
る過程と、情報受信イベントに関連付けられた特定アイコンが前記状態情報支援アイコン
領域にドラッグされる時、前記アイコンが示す前記情報の少なくとも一部を以前に現れて
いない前記状態情報支援アイコン領域に表示する過程と、をさらに含んでもよい。
　少なくとも一つのイメージやテキスト、または少なくとも一つのアイコンを表示する過
程は、前記情報受信イベントの発生順序により、第１情報受信アイコンに関連付けられた
特定アイコンを表示し、前記第１情報受信アイコンは、第２情報受信イベントに関連付け
られた少なくとも一つの他のアイコンとその大きさが異なる過程、および前記情報受信イ
ベントの種類によってそれぞれ異なる形態のアイコンを表示する過程のうち少なくとも一
つの過程を含む。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の実施例に係るタッチロック状態を有する端末機及びこれの運用方法によれば、
本発明は、タッチロック状態においても多様な携帯端末機の状態情報を表示し、ユーザの
制御によってさらに詳細な情報提供が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施例に係る携帯端末機の構成を概略的に示した図である。
【図２】図１の制御部の構成をさらに詳細に示した図である。
【図３】本発明の実施例に係る情報受信イベント処理部及びタッチロック待機画面処理部
の運用の一例を説明するための画面例示図である。
【図４】本発明の情報受信イベント処理部の運用を説明するための画面例示図である。
【図５】本発明の情報受信イベント処理部及びタッチロック待機画面処理部の他の一例を
説明するための画面例示図である。
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【図６】本発明のタッチロック待機画面処理部の運用を説明するための画面例示図である
。
【図７】本発明の実施例に係るタッチロック状態の携帯端末機の運用方法を説明するため
のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付した図面を参照して本発明に係る好ましい実施例を詳細に説明する。下記の
説明では、本発明の実施例に係る動作を理解するのに必要な部分のみが説明され、それ以
外の部分の説明は、本発明の要旨を不明瞭にしないように省略されることに留意しなけれ
ばならない。
【００１０】
　以下で説明される本明細書及び請求範囲に使用された用語や単語は、通常的または辞書
的な意味に限定して解釈されてはならず、発明者は、自分の発明を最善の方法で説明する
ために用語の概念として適切に定義できるという原則に立って、本発明の技術的思想に符
合する意味および概念に解釈されなければならない。したがって、本明細書に記載された
実施例と図面に示された構成は、本発明の最も好ましい実施例に過ぎないだけで、本発明
の技術的思想を全部代弁するものではないため、本出願時点においてこれらを代替できる
多様な均等物および変形例があり得ることを理解しなければならない。
【００１１】
　図１は、本発明の実施例に係る携帯端末機の構成を概略的に示したブロック図である。
【００１２】
　前記図１を参照すれば、本発明の携帯端末機１００は、無線周波数通信部１１０、入力
部１２０、オーディオ処理部１３０、タッチスクリーン１４０、格納部１５０、及び制御
部１６０の構成を含む。前記タッチスクリーンは、表示部１４１およびタッチパネル１４
３から構成される。
【００１３】
　前記端末機１００がタッチロック状態で維持される間、ユーザ機能による特定イベント
が前記端末機１００で発生する場合、前記端末機１００は、前記イベントによる状態情報
を表示部１４１に表示する。本発明に係る端末機１００は、好ましくは、タッチロック状
態にある間、状態変更による情報を提供することにより、ユーザは容易に情報を取得する
ことができる。
　以下、前記携帯端末機１００の各構成をさらに詳細に説明することにする。説明に先立
ち、以下の説明で「タッチロック」状態は、タッチパネル１４３の全体領域のうちの一部
領域で発生してもよい。このような「タッチロック」状態は、タッチ操作を無視する状態
か、入力したタッチ操作入力により実行される機能を制限する状態を意味する。ここで、
前記無線周波数通信部１１０は、前記携帯端末機１００が通信機能を兼ね備えた場合に追
加され得る構成である。前記オーディオ処理部１３０は、前記携帯端末機１００がオーデ
ィオデータの出力機能を具備する場合に追加され得る構成である。したがって、前記無線
周波数通信部１１０及び前記オーディオ処理部１３０は、端末機の設計者の意図により前
記携帯端末機１００の構成から除去されてもよい。
【００１４】
　前記無線周波数通信部１１０は、音声通話のための通信チャネル形成及び画像通話のた
めの通信チャネル形成、映像やメッセージなどのデータ伝送のための通信チャネル形成な
どを制御部１６０の制御下で行う。すなわち、無線周波数通信部１１０は、音声通話チャ
ネル、データ通信チャネル、及び画像通話チャネルを移動通信システムの間に形成する。
これのために前記無線周波数通信部１１０は、送信される信号の周波数を上昇変換及び増
幅する無線周波数送信部と、受信される信号の周波数を低雑音増幅及び下降変換する無線
周波数受信部などを含んでもよい。このような無線周波数通信部１１０を基盤にするユー
ザ機能は、タッチパネル１４３で生成されるタッチイベントにより選択されて活性化され
てもよく、入力部１２０で生成される入力信号により選択されて活性化されてもよい。前
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記無線周波数通信部１１０が受信するメッセージ情報、通話情報、Ｅメール情報などは、
制御部１６０に伝達され、ユーザが未確認または未受信する場合、制御部１６０の制御に
より該当状態に関する情報がタッチロック状態を維持するタッチスクリーン１４０に表示
される。
【００１５】
　前記入力部１２０は、数字または文字情報の入力を受けて、各種機能を設定するための
複数の入力キー及びファンクションキーを含む。前記ファンクションキーは、特定機能を
行うように設定された方向キー、サイドキー、及びショートカットキーなどを含んでもよ
い。また、前記入力部１２０は、ユーザ設定及び携帯端末機１００の機能制御に関連する
キー信号を生成し、前記制御部１６０に伝達する。このような入力部１２０は、複数のキ
ーを含むＱｗｅｒｔｙキーパッド、３×４キーパッド、４×３キーパッドなどに具現され
てもよい。また、前記入力部１２０は、タッチスクリーン１４０の上に表示されるＱｗｅ
ｒｔｙキーマップ、３×４キーマップ、４×３キーマップ、メニューマップ、制御キーマ
ップなどに具現されてもよい。そして、入力部１２０は、前記携帯端末機１００のタッチ
スクリーン１４０がフルタッチスクリーンの形態に支援される場合、前記携帯端末機１０
０のケースの側面に設けられるサイドキーのみを含んでもよい。このような入力部１２０
は、携帯端末機１００のタッチロック状態でタッチロック状態を解除するためのホットキ
ーを提供することができる。
【００１６】
　前記オーディオ処理部１３０は、通話時に送受信されるオーディオデータ、受信された
メッセージに含まれたオーディオデータ、格納部１５０に格納されたオーディオファイル
再生によるオーディオデータなどを再生するためのスピーカー（ＳＰＫ）と、通話時にユ
ーザの音声またはその他のオーディオ信号を収集するためのマイク（ＭＩＣ）とを含む。
このようなオーディオ処理部１３０は、携帯端末機１００がタッチロック状態に切り替え
られるか又はタッチロック状態から解除される場合、それに対応する効果音を出力する。
また、前記オーディオ処理部１３０は、タッチロック状態で前記無線周波数通信部１１０
を基盤にして情報受信イベントが発生する場合、発生した情報受信イベントの種類に応じ
た特定音を出力する。ここで、前記情報受信イベントは、メッセージ受信イベント、Ｅメ
ール受信イベント、通話受信イベントを含んでもよい。そして、前記オーディオ処理部１
３０は、ユーザ設定により、前記情報受信イベントの未確認による多様な音を出力する。
また、前記オーディオ処理部１３０は、タッチロック状態のタッチスクリーン１４０を基
盤にしてタッチロック解除のためのタッチイベントが発生する場合、または、タッチロッ
ク状態で特定状態情報を活性化するためのタッチイベントが発生する場合、それに対応す
る特定音を出力する。一方、前記オーディオ処理部１３０の効果音の出力は、ユーザ設定
や設計者の意図により省略されてもよい。
【００１７】
　前記タッチスクリーン１４０は、表示部１４１とタッチパネル１４３を含む。このよう
なタッチスクリーン１４０は、表示部１４１の前面にタッチパネル１４３が配置される構
造を有してもよい。前記タッチスクリーン１４０の大きさは、タッチパネル１４３の大き
さにより決定される。
【００１８】
　前記表示部１４１は、携帯端末機１００の各種メニューをはじめとして、ユーザが入力
した情報またはユーザに提供する情報を表示する。すなわち、表示部１４１は、携帯端末
機１００の利用による多様な画面、例えば、待機画面、メニュー画面、メッセージ作成画
面、通話画面などを提供することができる。このような表示部１４１は、液晶表示装置（
Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇ
ｈｔ　Ｅｍｉｔｔｅｄ　Ｄｉｏｄｅ）等で形成されてもよい。そして、表示部１４１は、
タッチパネル１４３の上部または下部に配置されてもよい。特に、本発明の表示部１４１
は、携帯端末機１００がタッチロック状態に切り替えられる場合、制御部１６０の制御に
より、携帯端末機１００のユーザ機能の活性化によって生成される状態情報を表示するこ
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とができる。また、前記表示部１４１は、前記状態情報表現方式を選択できる設定画面を
提供することができる。そうすれば、ユーザは、前記設定画面を通じて状態情報をどの方
式に表示するかを決めることができる。ここで、前記タッチロック状態で状態情報を生成
するユーザ機能は、無線周波数通信部１１０の関連情報受信イベント機能、タッチロック
待機画面の活性化機能などを含んでもよい。これにより、前記表示部１４１は、情報受信
イベントの表示画面、タッチロックの表示画面などを表示することができる。このような
表示部１４１に表示されるユーザインターフェースについて、図３及び図４を参照してさ
らに詳細に説明することにする。
【００１９】
　前記タッチパネル１４３は、前記表示部１４１の上下部のうち少なくとも一箇所に配置
され、物体の接触または物体の接近距離によりタッチイベントを生成し、生成されたタッ
チイベントを制御部１６０に伝達することができる。このとき、タッチパネル１４３を構
成するセンサは、マトリックス形態に配列され、タッチパネル１４３の上で発生するタッ
チイベントに対して、タッチパネル１４３上の該当位置情報とタッチイベントの種類に対
する情報を制御部１６０に伝達する。制御部１６０は、タッチパネル１４３から伝達され
るタッチイベントにより位置情報とタッチイベントの種類を確認し、該当位置にマッピン
グされた表示部１４１の特定情報を確認した後、該当特定情報にリンクされているユーザ
機能を活性化するように制御することができる。特に、前記タッチパネル１４３は、携帯
端末機１００がタッチロック状態に切り替えられる場合、携帯端末機１００の状態情報の
発生有無により、タッチパネル１４３の全体領域のうちタッチロック解除領域を部分的に
調節することができる。すなわち、前記タッチパネル１４３は、制御部１６０の制御によ
り表示部１４１の特定領域に対応する領域のタッチロックを解除することができ、また、
表示部１４１上に状態情報に対応するイメージやテキスト及びアイコンなどが表示される
場合、該当表示要素に対応するタッチパネル１４３領域のタッチロックを解除することが
できる。ここで、前記タッチパネル１４３のタッチロックが部分的に解除されることは、
単純にタッチパネル１４３の特定部分のタッチロックを解除することだけでなく、該当領
域で発生し得るタッチイベントの種類を制限することも含む。例えば、制御部１６０の制
御により前記タッチロックがかかっている状態を基準として、前記タッチパネル１４３は
、部分的にタッチロックが解除された領域で発生するダブルタッチダウンイベントまたは
ドラッグイベントのみを有効イベントとして認識するように制限することができる。ここ
で、前記ダブルタッチダウンイベントまたはドラッグイベントなどは、設計者またはユー
ザの設定により、他のタッチイベントの種類に変更されてもよい。また、前記タッチパネ
ル１４３は、制御部１６０の制御により、タッチロックの部分解除領域で発生するタッチ
イベントを、状況によってショートカット機能で動作するためのものと判断することがで
きる。また、前記タッチパネル１４３は、複数の部分タッチロックの解除領域を含んでも
よく、部分タッチロックの解除領域間のタッチイベントの連係及び統合を支援することが
できる。このようなタッチパネル１４３の運用について、制御部１６０の説明とともに、
さらに詳細に後述することにする。
【００２０】
　前記格納部１５０は、本発明の実施例に係る機能動作に必要なアプリケーションをはじ
めとして、前記タッチスクリーン１４０の運用のためのキーマップやメニューマップ、タ
ッチロックの部分解除領域に対する情報などを格納することができる。ここで、キーマッ
プ、メニューマップは、それぞれ多様な形態であってもよい。すなわち、キーマップは、
キーボードマップや、３×４キーマップ、Ｑｗｅｒｔｙキーマップであってもよく、現在
活性化されているアプリケーションの運用制御のための制御キーマップであってもよい。
また、メニューマップは、現在活性化されているアプリケーションの運用制御のためのメ
ニューマップであってもよい。このような前記格納部１５０は、大きくプログラム領域と
データ領域とを含んでもよい。
【００２１】
　前記プログラム領域は、携帯端末機１００の起動及び上述した各構成の運用のためのオ
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ペレーティングシステム（ＯＳ、Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）、多様なファイル
を再生するためのアプリケーション、例えば、前記携帯端末機１００の通話機能を支援す
るためのアプリケーション、インターネットサーバに接続するためのウェブブラウザー、
その他の音源を再生するためのＭＰ３アプリケーション、写真などを再生するためのイメ
ージ出力アプリケーション、動画再生アプリケーションなどを格納することができる。特
に、本発明のプログラム領域は、タッチロック運用プログラム及びタッチロック設定プロ
グラムを格納することができる。
【００２２】
　前記タッチロック設定プログラムは、ユーザがメニュー項目のうちタッチロック設定の
ための項目を選択して活性化するか、タッチロック設定のために割り当てられた特定キー
を活性化する場合、制御部１６０にロードされる。このようなタッチロック設定プログラ
ムは、携帯端末機１００が提供するユーザ機能に対応する項目を提供するルーチンと、前
記ユーザ機能に対応する項目のうち入力部１２０またはタッチスクリーン１４０から発生
する入力信号によって選択された項目をタッチロック設定メニューに登録するルーチンと
、前記タッチロック設定メニューに選択した項目を格納するルーチンと、前記タッチロッ
ク設定メニューに登録された項目をユーザ入力に対応して削除するルーチンなどを含んで
もよい。ユーザは、このようなタッチロック設定プログラムを基盤にして、タッチロック
待機画面に表示しようとする特定イメージやアバターなどを選択することができる。前記
特定イメージやアバターは、携帯端末機１００の状態情報の発生有無により変化する機能
を有することができる。これについての説明は、図面を参照してさらに詳細に後述するこ
とにする。
【００２３】
　前記タッチロック運用プログラムは、携帯端末機１００がタッチロック状態に切り替え
られる場合、制御部１６０の制御により活性化される。このようなタッチロック運用プロ
グラムは、携帯端末機１００のタッチロック状態の切り替えを検出する状態切り替え検出
ルーチンと、携帯端末機１００がタッチロック状態に切り替えられる時、格納部１５０に
格納されたタッチロック設定メニューによる携帯端末機の状態情報を出力するように制御
するルーチンと、状態情報支援アイコンを表示部１４１に表示するルーチンと、前記状態
情報に対応する状態情報要素が表示された表示部１４１に対応する領域および前記状態情
報支援アイコンが表示された表示部１４１に対応するタッチパネル１４３領域のみを部分
的にタッチイベント生成有効領域に設定するルーチンと、を含む。ここで、前記タッチロ
ック状態切り替え検出ルーチンは、前記入力部１２０及びタッチスクリーン１４０から既
設定された時間の間、別途の入力信号が発生しない場合、該当状況をタッチロック状態に
切り替える信号として認識することができる。また、前記タッチロック状態切り替え検出
ルーチンは、既設定された特定入力信号が発生する場合、タッチロック状態の切り替えを
認識することができる。
【００２４】
　前記データ領域は、携帯端末機１００の使用により発生するデータが格納される領域で
あって、フォーンブックデータ、ウィジェット機能による少なくとも一つのアイコン及び
多様なコンテンツを格納することができる。また、前記データ領域は、前記タッチパネル
１４３を通じて入力されるユーザの入力を格納することができる。特に、前記データ領域
は、無線周波数通信部１１０の信号受信によって発生する情報受信イベントを格納するこ
とができる。すなわち、前記データ領域には、メッセージ受信によるメッセージ受信イベ
ント、Ｅメール受信によるＥメール受信イベント、通話連結要請に対する無応答による未
受信通話イベントなどを格納することができる。
【００２５】
　前記制御部１６０は、前記携帯端末機１００の各構成に電源供給を制御して初期化過程
を行うように支援する。そして、前記制御部１６０は、前記携帯端末機１００がタッチロ
ック状態に変更されるか否かを確認し、タッチロック状態に変更される場合、タッチロッ
ク運用プログラムに含まれたルーチンにより、情報受信イベントの処理及びタッチロック
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待機画面を表示するように制御することができる。これのために、前記制御部１６０は、
図２に示されたような構成を含んでもよい。
【００２６】
　図２は、本発明の実施例に係る制御部１６０の構成をさらに詳細に示す図面である。
【００２７】
　前記図２を参照すれば、本発明の制御部１６０は、タッチロック切り替え確認部１６１
、情報受信イベント処理部１６３、タッチロック待機画面処理部１６５を含む。
【００２８】
　前記タッチロック切り替え確認部１６１は、前記携帯端末機１００がタッチロック状態
に切り替えるか否かを確認する構成を有する。これのために、前記タッチロック切り替え
確認部１６１は、前記携帯端末機１００のタッチロック切り替えのための条件を検査する
。すなわち、前記タッチロック切り替え確認部１６１は、携帯端末機１００に設けられた
入力部１２０からタッチロック切り替えのための入力信号が発生するか否かを確認するこ
とができる。また、前記タッチロック切り替え確認部１６１は、前記携帯端末機１００が
既設定された時間の間、別途の入力信号の発生があるか否かを検査し、該当時間の間に別
途の入力信号の発生がない場合、タッチロック切り替えのための状態に判断することがで
きる。また、前記タッチロック切り替え確認部１６１は、タッチパネル１４３から既設定
されたタッチロック切り替えのためのタッチイベントが発生する場合、これをタッチロッ
ク切り替えのための入力に判断することができる。前記タッチロック切り替え確認部１６
１は、タッチロック切り替えのための条件が発生すれば、タッチパネル１４３をタッチロ
ック状態に切り替えて、切り替えられた状態を指示する信号を情報受信イベント処理部１
６３及びタッチロック待機画面処理部１６５に伝達することができる。
【００２９】
　前記情報受信イベント処理部１６３は、前記タッチロック切り替え確認部１６１からタ
ッチパネル１４３のタッチロック切り替えを知らせる信号を伝達されれば、タッチロック
切り替えによる情報受信イベント処理を行う構成を有する。このような情報受信イベント
処理部１６３は、タッチパネル１４３がタッチロック状態に切り替えられれば、無線周波
数通信部１１０をモニタリングして情報受信イベントが発生するか否かを確認する。そし
て、前記情報受信イベント処理部１６３は、情報受信イベントが発生すれば、情報受信イ
ベントの種類により、特定アイコンやイメージ及びテキストのうち少なくとも一つを表示
部１４１に表示するように制御することができる。以下の説明では、説明の便宜のために
、表示部１４１に情報受信イベントに対応する特定アイコンが表示されることを代表にし
て説明することにする。一方、前記情報受信イベント処理部１６３は、前記表示部１４１
に特定種類の情報受信イベントに対応するアイコンが表示されれば、該当アイコンが表示
された領域のタッチパネル１４３領域を部分的に活性化するように制御することができる
。
【００３０】
　一方、前記情報受信イベント処理部１６３は、情報受信イベントが発生した後、追加的
な情報受信イベントが発生すれば、発生した追加情報受信イベントの種類により、表示部
１４１に表示されるアイコンの形態を異ならせて調整することができる。これをより詳細
に説明すれば、前記情報受信イベント処理部１６３は、追加で発生した情報受信イベント
が以前に発生した情報受信イベントの種類と同一の場合、表示部１４１に表示されたアイ
コンを該当情報受信イベントの累積アイコンに切り替えて表示することができる。そして
、前記情報受信イベント処理部１６３は、追加で発生した情報受信イベントが以前に発生
した情報受信イベントの種類と異なる場合、表示部１４１に新しいアイコンを表示するよ
うに制御し、新しく表示されたアイコンに対応するタッチパネル１４３の領域を部分的に
活性化するように制御することができる。このとき、前記情報受信イベント処理部１６３
は、追加で発生した情報受信イベントが以前の情報受信イベントに比べて新しいものであ
ることを指示するために、以前の情報受信イベントに対応するアイコンが表示された位置
上側に前記情報受信イベントに対応するアイコンが表示されるように制御することができ
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る。
【００３１】
　前記情報受信イベント処理部１６３は、アイコンが表示されて部分的にタッチロックが
解除されたタッチパネル１４３の領域上で既設定または特定のタッチイベントが発生する
場合、該当アイコンが支援するユーザ機能にすぐに進入できるように制御することができ
る。例えば、前記アイコンがメッセージアイコンの場合、前記情報受信イベント処理部１
６３は、前記メッセージアイコンが表示された位置で既設定されたタッチイベントが発生
すれば、前記メッセージ確認のための画面に進入するように制御することができる。この
とき、前記情報受信イベント処理部１６３は、タッチパネル１４３の全体タッチロックを
解除するように制御することができる。このような情報受信イベント処理部１６３の制御
に関する詳細な説明は、図面を参照してさらに詳細に後述することにする。
【００３２】
　前記タッチロック待機画面処理部１６５は、前記タッチロック切り替え確認部１６１か
らタッチロック切り替えによる信号を受信すれば、表示部１４１をターンオフするか、タ
ッチロックメニューで設定したタッチロック待機画面イメージを活性化するように制御す
ることができる。このとき、前記タッチロック待機画面イメージは、前記情報受信イベン
ト機能と連係して活性化される。これをさらに詳細に説明すれば、前記タッチロック待機
画面イメージは、成長型イメージであってもよく、これにより、前記タッチロック待機画
面処理部１６５は、前記タッチロック待機画面イメージを特定要素の累積により、イメー
ジが変化するように制御することができる。ここで、前記特定要素は、時間などであって
もよい。そして、前記タッチロック待機画面処理部１６５は、情報受信イベントが発生す
れば、情報受信イベントの発生以前に表示されたタッチロック待機画面イメージと異なる
タッチロック待機画面イメージを表示部１４１に表示するように制御することができる。
そして、前記タッチロック待機画面処理部１６５は、新しく表示されたタッチロック待機
画面イメージを特定要素の累積により、変化するイメージに処理することができる。ここ
で、前記特定要素は、情報受信イベントの発生量であってもよい。このようなタッチロッ
ク待機画面処理部１６５の制御に関する説明は、図面を参照してさらに詳細に後述するこ
とにする。
【００３３】
　図３は、本発明の実施例に係る情報受信イベント処理部１６３及びタッチロック待機画
面処理部１６５の運用による画面例示図を示す図面である。
【００３４】
　前記図３を参照すれば、携帯端末機１００の制御部１６０は、電源が供給される場合、
供給された電源を用いて各構成を初期化し、既設定されたスケジュール情報により待機画
面を表示するか、特定ユーザ機能を活性化するように制御することができる。この過程に
おいて前記携帯端末機１００は、タッチパネル１４３を活性化した後、タッチ入力待機状
態を維持することができる。このとき、既設定された一定時間の間、別途の入力がないか
又はタッチロック切り替えのための入力信号が発生すれば、前記携帯端末機１００は、３
０１画面のようにタッチパネル１４３をタッチロック状態に切り替え、表示部１４１はタ
ッチロック状態に対応する状態に切り替えることができる。このとき、前記制御部１６０
のタッチロック待機画面処理部１６５は、表示部１４１にタッチロック切り替えによるタ
ッチロック待機画面イメージを表示するように制御することができる。一方、前記制御部
１６０の情報受信イベント処理部１６３は、前記タッチパネル１４３がタッチロック状態
に変更されれば、格納部１５０に格納されたタッチロック運用プログラムを活性化するよ
うに制御し、その後、該当運用プログラムの活性化により無線周波数通信部１１０をモニ
タリングするように制御することができる。
【００３５】
　３０１画面のようなタッチロックが維持された状態で、前記無線周波数通信部１１０が
情報受信イベント、特にメッセージ受信イベントが発生する場合、前記情報受信イベント
処理部１６３は、３０２画面のようにメッセージ受信イベントによる第１アイコン３１を
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表示部１４１に表示するように制御することができる。このとき表示される第１アイコン
３１は、メッセージ受信イベントを指示するイメージ情報と、メッセージ受信イベントで
あることを指示する情報と、メッセージ受信イベントの送信者情報とを含んでもよい。例
えば、フォーンブックに「Ｔｏｍｍｙ」と登録された人がメッセージを伝送した場合、前
記第１アイコン３１には、メッセージを示すイメージと、前記「Ｔｏｍｍｙ」を含むテキ
ストとが含まれる。ここで、フォーンブックに登録されていない人がメッセージを伝送し
た場合、前記第１アイコン３１は、前記送信者のテキスト情報の代りにメッセージ送信者
の電話番号を含む。一方、前記タッチロック待機画面処理部１６５は、示されたように、
情報受信イベントの発生量による待機画面イメージの変化を制御することができる。
【００３６】
　次に、前記携帯端末機１００は、送信者が異なるメッセージを追加で受信することがで
きる。例えば、３０５画面のように前記携帯端末機１００が「Ｊａｎｅ」からメッセージ
を受信するようになれば、前記情報受信イベント処理部１６３は、メッセージ受信イベン
トが発生したことと判断することができる。そうすれば、前記情報受信イベント処理部１
６３は、前記「Ｊａｎｅ」から受信されたメッセージに対応する第２アイコン３３をタッ
チロック状態の表示部１４１に表示するように制御することができる。このとき、前記情
報受信イベント処理部１６３は、前記第２アイコン３３を前記第１アイコン３１が表示さ
れた位置の上部に表示することにより、第２アイコン３３が指示するメッセージが、前記
第１アイコン３１が指示するメッセージよりも最近に受信されたことを直観的に見せるこ
とができる。一方、前記タッチロック待機画面処理部１６５は、示されたように、追加さ
れたメッセージ受信イベントにより、情報受信イベントの発生量が増加することを示す待
機画面イメージ処理を行うことができる。
【００３７】
　また、前記携帯端末機１００は、通話要請のための通話呼（ｃａｌｌ）を受信すること
ができる。そして、前記携帯端末機１００は、前記通話呼連結要請を該当ユーザが確認で
きない場合、該当通話呼を未受信通話呼に決めることができ、これにより、情報受信イベ
ント処理部１６３は、未受信通話呼の発生により、３０７画面のように未受信通話イベン
トを指示する第３アイコン３５を表示部１４１に表示することができる。このとき、前記
第３アイコン３５は、前記第２アイコン３３よりも上位に配置されることにより、第３ア
イコン３５が指示する情報受信イベントが最も直近に発生したことを指示することができ
る。ここで、前記第３アイコン３５は、未受信通話を指示するイメージと送信者関連情報
、例えば、送信者がフォーンブックに格納された場合、それに対応するテキスト情報、す
なわち「Ｍｏｍ」を含んでもよい。このとき、前記タッチロック待機画面処理部１６５は
、前述したように、情報受信イベント発生量の増加を示すための待機画面イメージ処理を
行うことができる。
【００３８】
　一方、前記情報受信イベント処理部１６３は、３０３画面が維持された状態で、他の追
加メッセージ受信イベントが発生する場合、３０９画面のように、発生した全体メッセー
ジ受信イベントの数を示す第４アイコン３７を表示することができる。ここで、前記第４
アイコン３７は、該当アイコンがメッセージを指示することを知らせるためのイメージと
、累積したメッセージの数を示すテキスト情報とを含む。一方、前記タッチロック待機画
面処理部１６５は、同一タイプの情報受信イベントが発生する場合、示されたように、タ
ッチロック待機画面イメージの大きさの変化を与えないように制御することができる。
【００３９】
　その後、フォーンブックに既格納された送信者、例えば、「Ｍｏｍ」から通話呼連結要
請があったが、未受信して未受信通話イベントが発生すれば、前記情報受信イベント処理
部１６３は、３１１画面のように第４アイコン３７の上部に第３アイコン３５を表示する
ように制御することができる。前記タッチロック待機画面処理部１６５は、種類が異なる
情報受信イベントの発生により、タッチロック待機画面イメージを変化させるように制御
することができる。そして、図示していないが、同一のイベントが累積すれば、タッチロ
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ック待機画面イメージは、累積したイベントの発生量により変化してもよい。
【００４０】
　図４は、本発明の実施例に係る情報受信イベント処理部１６３の運用を基盤にするショ
ートカット機能を説明するための画面例示図である。説明に先立ち、前記携帯端末機１０
０は、タッチロック状態であり、少なくとも一つ以上の情報受信イベントが発生した状態
を仮定することにする。
【００４１】
　前記図４を参照すれば、前述したように、携帯端末機１００は、タッチロック状態であ
り、２つのメッセージ受信イベントと１つの未受信通話呼イベントが発生することにより
、それに対応する第１メッセージアイコン４１、第２メッセージアイコン４３、及び未受
信通話アイコン４５を表示部１４１に表示することができる。ここで、前記タッチロック
待機画面処理部１６５は、前記アイコンの累積量を直観的に示すために、待機画面イメー
ジをそれに対応するように変化させることができる。すなわち、前記タッチロック待機画
面処理部１６５は、第１メッセージアイコン４１が表示されている隣接領域とその他の領
域とを区分するための互いに異なるイメージを表示することができる。一方、前記情報受
信イベント処理部１６３は、前記第１メッセージアイコン４１、第２メッセージアイコン
４３、及び未受信通話アイコン４５が表示されたタッチパネル１４３の領域を部分的に活
性化するように制御することができる。
【００４２】
　このような状態においてユーザは、第１メッセージアイコン４１が表示されたタッチパ
ネル１４３上でタッチ入力を行うことができる。そうすれば、携帯端末機１００の情報受
信イベント処理部１６５は、タッチ入力によるタッチイベントの発生をユーザが認知でき
るように、第１メッセージアイコン４１の形態を他のアイコンと異ならせて見えるように
調整することができる。すなわち、前記情報受信イベント処理部１６５は、前記第１メッ
セージアイコン４１が表示された領域を反転させるか、ハイライト表示するか、タッチさ
れた領域にタッチ入力による特定イメージを表示することができる。
【００４３】
　次に、ユーザがタッチダウン状態を維持し、一定方向、例えば、右側方向にタッチドラ
ッグを行う場合、前記情報受信イベント処理部１６５は、４０３画面のように該当タッチ
ドラッグによるイメージ効果を出力することができる。例えば、前記情報受信イベント処
理部１６５は、第１メッセージアイコン４１が表示された領域上で４０１画面から表示さ
れたタッチイメージがタッチドラッグに沿って移動する効果を提供することができる。
【００４４】
　一方、４０３画面のように特定タッチイベントが発生する場合、前記情報受信イベント
処理部１６５は、発生したタッチイベントによるタッチロック解除及び情報受信イベント
の特定ユーザ機能を活性化するように制御することができる。これをさらに詳細に説明す
れば、前記情報受信イベント処理部１６５は、第１メッセージアイコン４１が表示された
位置で、一定方向へのタッチドラッグイベントが発生すれば、該当タッチイベントを第１
メッセージアイコン４１の詳細表示命令に判断することができる。これにより、前記情報
受信イベント処理部１６５は、４０５画面のように、選択された第１メッセージアイコン
４１に対応するメッセージ内容の詳細表示画面を表示することができる。これと共に、前
記情報受信イベント処理部１６５は、タッチロック状態を解除するように制御することが
できる。一方、前記タッチロック待機画面処理部１６５は、４０３画面から表示されたタ
ッチロック待機画面イメージの表示を除去することができる。そして、前記制御部１６０
は、タッチロック待機画面処理部１６５によるタッチロック待機画面表示が中止されれば
、前記第１メッセージアイコン４１に対応する詳細表示画面を表示するように制御するこ
とができる。
【００４５】
　以上で説明したように、本発明の実施例に係る携帯端末機１００は、タッチロック状態
で情報受信イベントによるアイコンを表示し、どの情報受信イベントが発生したかをユー
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ザがすぐに認識できるように支援することができる。また、本発明の携帯端末機１００は
、示されたように、タッチパネル１４３のタッチロックが部分的に解除されたアイコン領
域を選択及び活性化できるように支援し、該当領域で特定タッチイベントの発生時に該当
アイコンの特定ユーザ機能を行うようにする一方で、タッチロックを特定タッチイベント
によって解除するように制御することができる。
【００４６】
　図５は、本発明の実施例に係る情報受信イベント処理部１６３の運用による他の画面例
示図を示す。説明に先立ち、携帯端末機１００は、タッチロック状態に変更された状態で
あり、５個以上の情報受信イベントが発生したことと仮定する。
【００４７】
　前記図５を参照すれば、まず、５０１画面のように携帯端末機１００は、タッチロック
状態を維持しながら、複数の情報受信イベントの発生により、該当アイコンを表示部１４
１に表示するように制御することができる。そして、前記携帯端末機１００は、前記情報
受信イベントの特定ユーザ機能を活性化するための状態情報支援アイコン５０を表示する
ことができる。ここで、前記状態情報支援アイコン５０は、表示部１４１上で一定の領域
に位置し、ユーザ設定または設計者の意図により特定情報、例えば、現在の視覚情報など
を表示できる領域から構成されてもよい。前記状態情報支援アイコン５０は、タッチロッ
ク待機画面処理部１６５によって表示部１４１に表示され、前記状態情報支援アイコン５
０が表示されたタッチパネル１４３の領域は、部分的にタッチロックが解除された状態で
あってもよい。
【００４８】
　一方、前記携帯端末機１００は、受信された情報受信イベントによるアイコン、すなわ
ち、第１情報アイコン５１、第２情報アイコン５３、第３情報アイコン５５、第４情報ア
イコン５７、及び第５情報アイコン５９等を表示することができる。前記各アイコンは、
受信された順序による効果を向上するために、受信してから最も長く経ったアイコンの大
きさを一番小さく表示することができ、配置位置も順序性を有するように配列される。ま
た、各アイコンは、情報受信イベントの種類によって、それぞれ他のイメージを有するよ
うに調整される。
【００４９】
　ここで、前記第１情報アイコン５１、第２情報アイコン５３、第３情報アイコン５５、
第４情報アイコン５７、及び第５情報アイコン５９等は、前記図３及び図４で説明した第
１アイコン３１または第１メッセージアイコン４１、第２アイコン３３または第２メッセ
ージアイコン４３、第３アイコン３５または第３未受信通話アイコン４５と類似するアイ
コンであって、説明の便宜のために別途の名称を付与したものである。ここで、前記第１
情報アイコン５１は、メッセージ受信イベントにより発生したアイコンであり、第２情報
アイコン５３は、未受信通話により発生したアイコンであり、第３情報アイコンも、未受
信通話により発生したアイコンであってもよい。前記情報受信イベント処理部１６３は、
前記各アイコンが表示された位置のタッチパネル１４３に対して部分的にタッチロックが
解除されるように制御することができる。
【００５０】
　このような状態において、ユーザは、第１情報アイコン５１を選択するための入力信号
の発生、すなわち、第１情報アイコン５１が表示されている領域のタッチパネル１４３を
タッチする動作を行い、前記第１情報アイコン５１を前記状態情報支援アイコン５０の領
域にドラッグする動作を行うことができる。そうすれば、前記情報受信イベント処理部１
６３は、前記第１情報アイコン５１が表示された位置で発生したタッチイベントと、前記
第１情報アイコン５１のドラッグの後に状態情報支援アイコン５０で発生したタッチダウ
ン及びタッチアップのイベントを基盤にして、第１情報アイコン５１が前記状態情報支援
アイコン５０にドラッグされたものと判断することができる。
【００５１】
　そうすれば、前記情報受信イベント処理部１６３は、５０３画面のように前記第１情報
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アイコン５１に含まれているメッセージ情報のうち一部を前記状態情報支援アイコン５０
の領域に表示するように制御することができる。ここで、前記メッセージ情報のうち一部
の大きさは、ユーザの設定や設計者の意図によって変更される。すなわち、前記状態情報
支援アイコン５０の領域に表示されるメッセージ情報は、メッセージを送信した送信者の
名前、例えば、「Ｔｏｍｍｙ」のみが表示されるか、前記送信者の名前と共にメッセージ
内容の一部が表示される。また、前記情報受信イベント処理部１６３は、設定によって、
メッセージの全体内容が順次に示されるように制御することができる。
【００５２】
　また、前記５０３画面において、ユーザが第２情報アイコン５３を選択し、前記状態情
報支援アイコン５０の領域に移動させる動作を行えば、前記情報受信イベント処理部１６
３は、該当イベントによって５０５画面のように、第２情報アイコン５３の略式情報を状
態情報支援アイコン５０の領域に表示するように制御することができる。すなわち、前記
情報受信イベント処理部１６３は、状態情報支援アイコン５０の領域上に第２情報アイコ
ン５３のイメージ、送信者情報、該当アイコンの特性情報、例えば、「Ｍｉｓｓｅｄ　ｃ
ａｌｌ」を表示するように制御することができる。
【００５３】
　一方、携帯端末機のユーザは、前記状態情報支援アイコン５０の領域上でタッチロック
解除とともに、状態情報支援アイコン５０の領域上に現在表示されている情報アイコンの
情報の詳細表示機能を同時に行うための動作を行うことができる。すなわち、前記ユーザ
は、前記状態情報支援アイコン５０の領域上で一定の動作、例えば、状態情報支援アイコ
ン５０の領域のうち一定地点をタッチダウンした後、一定方向にタッチドラッグする動作
を行うことができる。そうすれば、前記携帯端末機１００の制御部１６０は、これをタッ
チロック解除及び詳細表示機能の遂行のための動作として理解し、５０７画面のようにタ
ッチロックを解除する一方で、状態情報支援アイコン５０の領域に最後に表示されていた
アイコンに対応する詳細表示画面を表示するように制御することができる。
【００５４】
　以上で説明したように、本発明の実施例に係る携帯端末機１００は、状態情報支援アイ
コン５０を提供することにより、多様な情報アイコンの略式情報表示を行うことができる
ように支援し、前記状態情報支援アイコン５０を利用して略式情報を表示しているアイコ
ンの特定ユーザ機能を行うように制御することができる。
【００５５】
　図６は、本発明の実施例に係るタッチロック待機画面処理部１６５の運用の一例を説明
するための画面例示図である。
【００５６】
　前記図６を参照すれば、携帯端末機１００は、６０１画面のように特定ユーザ機能が活
性化されているか、待機画面状態でユーザ入力が既設定された時間の間に発生しないか、
特定入力信号の発生がある場合、６０３画面のようにタッチロック状態に変更する。この
とき、前記タッチロック待機画面処理部１６５は、タッチロック状態に変更した直後、表
示部１４１に電源供給を遮断するように制御することができる。
【００５７】
　その後、前記タッチロック待機画面処理部１６５は、一定時間が経過するにつれて、表
示部に表示される成長型イメージを変更するように制御することができる。このとき、前
記タッチロック待機画面処理部１６５は、情報受信イベントの発生がない間、前記成長型
イメージを表示部１４１に表示するように制御することができる。仮に、成長型イメージ
を表示部１４１に表示しながら情報受信イベントが発生するようになれば、前記タッチロ
ック待機画面処理部１６５は、前記成長型イメージの表示を中止し、前記情報受信イベン
トの受信によるタッチロック待機画面イメージを表示するように制御することができる。
【００５８】
　一方、前記成長型イメージは、前記携帯端末機１００の特定状態情報により変更される
。例えば、前記成長型イメージは、タッチロック状態に変更された後、情報受信イベント
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の発生またはユーザのタッチロック解除の以前までに経過する時間の大きさを基盤にして
、イメージ変更を調節することができる。すなわち、示されたように、６０５画面から６
１３画面に行くにつれて、タッチロック待機画面処理部１６５は、表示されるイメージの
形態を変更するが、時間の流れを直観的に認識できるようにイメージの漸進的な変化を提
供することができる。これにより、ユーザは、６０５、６０７、６０９、６１１、６１３
画面を通じて一定時間が経過したことを判断することができる。また、前記ユーザは、こ
のような経過時間の間に、別途の情報受信イベントの発生がなかったことを類推的に認識
することができる。
【００５９】
　以上で説明したように、本発明の実施例に係るタッチロック待機画面処理部１６５の運
用は、ユーザにタッチロック状態においても特定の携帯端末機１００の状態情報を直観的
に認識できる待機画面イメージを表示することにより、ユーザが携帯端末機１００をさら
に直観的に使用できるように支援することができる。
【００６０】
　以上では、本発明の実施例に係る携帯端末機１００の各構成と携帯端末機１００の運用
により提供されるユーザインターフェースについて説明した。以下では、上述した携帯端
末機１００が提供するタッチロック運用方法をフローチャートを参照してさらに詳細に説
明することにする。
【００６１】
　図７は、本発明の実施例に係る携帯端末機のタッチロック運用方法を説明するためのフ
ローチャートである。
【００６２】
　前記図７を参照すれば、本発明のタッチロック運用方法は、まず、携帯端末機１００に
電源が供給されれば、制御部１６０が供給された電源を利用して携帯端末機１００の各構
成を初期化し、既設定されたスケジュール情報により一定の作業を行うようになる。例え
ば、前記制御部１６０は、７０１ステップのように、設定されたスケジュール情報により
待機画面を表示部１４１に表示するように制御することができる。
【００６３】
　次に、７０３ステップで前記携帯端末機１００は、電源オフ（ｏｆｆ）に該当する入力
信号が発生するか否かを確認し、別途の電源遮断のための入力信号の発生がない７０５ス
テップに分岐して、タッチロック切り替えのための条件が発生するか否かを確認すること
ができる。ここで、タッチロック切り替えのための条件発生は、前述したように、既設定
された時間の間に一定の入力信号の発生がないか、タッチロック切り替えのために割り当
てられた入力信号が発生する場合であってもよい。
【００６４】
　前記７０５ステップで別途のタッチロック切り替えのための条件がない場合、前記携帯
端末機１００は、７０７ステップに分岐して入力信号の発生によるユーザ機能を行うよう
に制御することができる。ここで、前記ユーザ機能とは、前記携帯端末機１００が提供で
きる多様な機能であって、例えば、通話機能、ファイル再生機能、放送聴取機能、メッセ
ージ送受信機能、ファイル検索機能などであってもよい。前記携帯端末機１００は、７０
９ステップに分岐して該当機能を終了するための入力信号の発生があるか否かを確認し、
機能終了のための入力信号が発生する場合、７０１画面に分岐することができる。一方、
前記７０７ステップでユーザ機能の遂行の途中でタッチロック切り替えのための条件が発
生してもよく、この場合には、以下で説明する７１１ステップに分岐してもよい。
【００６５】
　一方、前記７０５ステップでタッチロック切り替えのための条件が発生する場合、前記
携帯端末機１００は、７１１ステップに分岐してタッチロック切り替えを制御することが
できる。このとき、前記携帯端末機１００は、タッチロック運用プログラムを制御部１６
０にロードする一方で、活性化されたタッチロック運用プログラムの運用により、タッチ
ロック待機画面イメージを表示するか、表示部１４１の電源供給遮断を制御することがで



(17) JP 2013-530458 A 2013.7.25

10

20

30

40

50

きる。
【００６６】
　次に、前記制御部１６０は、７１３ステップに進入してタッチロック状態で情報受信イ
ベントの発生があるか否かを確認することができる。ここで、別途の情報受信イベントの
発生がない場合、前記制御部１６０は、７１５ステップに分岐してタッチロック待機画面
表示を行うか、タッチロック待機画面が表示されている場合、タッチロック待機画面表示
を維持するように制御することができる。その後、７１３ステップに分岐して以下の過程
を繰り返して行うことができる。一方、前記７１５ステップでタッチロック解除のための
入力信号が発生する場合、前記携帯端末機１００は、タッチロック切り替えの以前の状態
により、７０１ステップまたは７０７ステップに直接的に分岐してもよい。
【００６７】
　前記７１３ステップで情報受信イベントの発生がある場合、前記制御部１６０は、７１
７ステップに分岐して情報受信イベントによる画面処理を行うことができる。すなわち、
前記制御部１６０の情報受信イベント処理部１６３は、受信された情報受信イベントに該
当するアイコンを表示部１４１に表示するように制御することができ、該当アイコンが表
示された位置に対応するタッチパネル１４３の領域を部分的にタッチロック解除されるよ
うに調整することができる。
【００６８】
　その後、前記制御部１６０は、７１９ステップに分岐して有効タッチイベントが発生す
るか否かを確認することができる。ここで、有効タッチイベントは、前記アイコンが表示
された位置上で発生するイベントであって、部分的にタッチロックが解除された領域上で
発生する。前記有効タッチイベントの発生がない場合、前記制御部１６０は、７１７ステ
ップの以前に分岐してそれ以降の過程を繰り返して行うように制御することができる。
【００６９】
　前記７１９ステップで有効タッチイベントが発生する場合、前記制御部１６０は、７２
１ステップに分岐してタッチイベントによる情報受信イベント表示及びタッチロック解除
を制御することができる。このとき、前記情報受信イベント処理部１６３は、ユーザ設定
や設計者設定及び発生したタッチイベントの種類により、タッチイベントによって選択さ
れたアイコン情報の略式表示または全体表示のうちいずれか一つを行うことができる。略
式表示の場合、タッチロック解除は行わないように制御することができる。そして、前記
情報受信イベント処理部１６３は、アイコンに対応する情報の全体表示機能が行われる場
合のみに、タッチロック解除を行うように制御することができる。
【００７０】
　次に、前記制御部１６０は、７２３ステップに分岐して情報受信イベントの表示終了の
ための入力信号が発生するか否かを確認し、該当入力信号の発生がある場合、タッチロッ
クが解除された状態で７０１ステップの以前に分岐するか、７０７ステップに分岐して、
以下の過程を繰り返して行うように制御することができる。
【００７１】
　一方、上述した説明では、アイコンが表示された領域のタッチロックを部分的に解除す
る内容のみを記述したが、前記部分的にタッチロックが解除された領域上にタッチイベン
トが発生する場合、前記タッチパネルの全体領域のタッチロックを一時的に解除すること
も可能である。これにより、本発明の携帯端末機１００は、部分的にタッチロックが解除
された領域でタッチイベントが発生した後、該当タッチイベントによって選択されたアイ
コンをドラッグするための動作によるドラッグイベントを生成／収集できるように支援す
ることができる。
【００７２】
　以上で説明したように、本発明の実施例に係る携帯端末機１００のタッチロック運用方
法は、携帯端末機１００がタッチロック状態に変更すれば、タッチロック状態での待機画
面を表示してタッチロック状態の経過時間を示すことができ、タッチロック状態で受信さ
れた情報受信イベントを表示部１４１に表示してユーザがどの情報が受信されたかを正し



(18) JP 2013-530458 A 2013.7.25

10

20

30

40

50

く分かるように支援することができる。また、本発明のタッチロック運用方法は、タッチ
ロック状態で表示部に表示されたアイコンを部分的にタッチロック解除した後、ユーザの
制御により該当アイコンを基盤とするユーザ機能を略式遂行またはショートカット遂行で
処理するように支援することができる。これにより、ユーザは、タッチロック状態では、
多様な携帯端末機の状態情報確認はもちろん、別途のタッチロック解除過程なしで表示部
に表示された状態情報を基盤とするユーザ機能を速くて且つ便利に行うことができる。
【００７３】
　上述した携帯端末機１００は、その提供形態により、近距離通信のための近距離通信モ
ジュール、被写体の静止映像／動画を撮影するためのカメラモジュール、前記携帯端末機
１００の有線通信方式または無線通信方式によるデータ送受信のためのインターフェース
、インターネットのネットワークと通信してインターネット機能を行うインターネット通
信モジュール、及びデジタル放送受信と再生機能を行うデジタル放送モジュールなどのよ
うに、上記で言及していない構成を含んでもよい。このような構成要素は、デジタル機器
のコンバージェンス（ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ）傾向により変形が非常に多様であって、
全て列挙することはできないが、上記で言及された構成要素と同等な水準の構成要素が前
記携帯端末機１００にさらに含まれて構成されてもよい。また、本発明の携帯端末機１０
０は、その提供形態により、上記した構成から特定構成が除外されてもよく、他の構成に
代替されてもよいのはもちろんである。これは、本技術分野の通常の知識を有する者には
、容易に理解される。
【００７４】
　また、本発明の実施例に係る前記携帯端末機１００は、タッチロック状態を支援する全
ての形態のデバイスを含むことができる。例えば、前記携帯端末機１００は、多様な通信
システムに対応する通信プロトコル（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｐｒｏｔｏｃｏｌｓ
）に基づいて動作する全ての移動通信端末機（ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎ　ｔｅｒｍｉｎａｌｓ）をはじめとして、ＰＭＰ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅ
ｄｉａ　Ｐｌａｙｅｒ）、デジタル放送プレーヤー、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、音楽再生機（例えば、ＭＰ３プレーヤー）、携帯ゲー
ム端末、スマートフォン（Ｓｍａｒｔ　Ｐｈｏｎｅ）、ノートブック（Ｎｏｔｅｂｏｏｋ
）、及びハンドヘルドＰＣなど全ての情報通信機器とマルチメディア機器及びそれに対す
る応用機器を含んでもよい。
【００７５】
　以上、本発明を幾つかの好ましい実施例を使用して説明したが、これら実施例は、例示
的なものであり限定的なものではない。このように、本発明が属する技術分野で通常の知
識を有する者であれば、本発明の思想と添付する特許請求の範囲に提示された権利範囲か
ら外れず、均等論により多様な変化と修正を加えることが可能であることを理解するだろ
う。
【符号の説明】
【００７６】
　１００：携帯端末機
　１１０：無線周波数通信部
　１２０：入力部
　１３０：オーディオ処理部
　１４０：タッチスクリーン
　１４１：表示部
　１４３：タッチパネル
　１５０：格納部
　１６０：制御部
　１６１：タッチロック切り替え確認部
　１６３：情報受信イベント処理部
　１６５：タッチロック待機画面処理部
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